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高緯度地磁気擾乱領域と中緯度電離圏負相嵐領域との時間的空間的対応関係 (3)

Relationship between geomagnetic disturbances at high latitudes and ionospheric nega-
tive storms at middle latitudes (3)
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高緯度での地磁気擾乱発生時のジュール加熱増大を原因とする中緯度での電離圏負相嵐について、ジュール加熱領域
の空間分布を推定し、かつ中緯度での電離圏負相嵐の発生領域の発生時刻・空間分布を求め、その対応関係を調べるこ
とで、電離圏負相嵐のメカニズムを明らかにすることが、本研究の目的である。
高緯度地磁気擾乱と中緯度電離圏負相嵐とを結ぶシナリオとして、(1)高緯度電離圏に電流が強く流れ、ジュール加熱

が高まる。(2)それにより、storm surgeと呼ばれる N2/O比が高くなった中性大気組成擾乱が、高緯度から中緯度に拡大
する。(3) N2/O比が高い大気により、電離圏 F領域の電子密度の消滅が促進され、中緯度で F領域電子密度減少が起き
る。というものが提唱されている (Prolss, 1993)。storm surgeの高緯度から中緯度への拡大については、Fuller-Rowell et
al.(1996)によるシミュレーションにおいて、季節及び昼夜における背景風の違いが、storm surgeの拡大に及ぼす影響が
議論されている。　
我々は、高緯度地磁気擾乱の空間的範囲が狭い事例を用いて解析を行ってきた。そのことにより、高緯度擾乱と中緯

度電離圏負相嵐との空間的・時間的な対応の関係付けが容易になるからである。さらに厳しい条件として、高緯度での
地磁気擾乱が単発で、前後長い時間他に大きな地磁気擾乱が無い事例に絞りこみ、他の時間帯に起きた擾乱の影響が複
合されることを回避した。
前回は、中緯度の電離圏負相嵐発生域の西端部分について焦点をあてた解析を行って、storm surgeの拡がり方におい

て、赤道方向のみならず西方向への拡がりがある例が見出されたことを報告した。今回は、中緯度の電離圏負相嵐発生域
の東端部分までの詳細解析を行った結果を報告する。なお、前回まで電離圏嵐を示す電離圏観測パラメータとして F領
域最高電子密度に関連する foF2の変化を用いたが、今回は高度に関するパラメータ hmF2, hpF2の変化についても解析
を行った。　前回の解析では不十分であった、高緯度と中緯度の間の緯度における電離圏の変化についての解析も行っ
た。これにより、storm surgeが中緯度に到達する前の状況、つまり、storm surgeの時間発展の初期の様相が明らかにな
る。高緯度に近いので、電離圏対流がイオン抗力を介して中性大気背景風へ及ぼす影響にも留意した解析を行った。今
回解析した事例はいずれも IMF Byは正が基調であった。そのため、電離圏対流パターンに dawn-dusk asymmetryが推測
され、夕方側の convection cellが大きく、朝方側の convection cellが小さいことに注意する必要がある。
本発表では、電離圏負相嵐の空間分布・時間発展の詳細解析結果を示す。それに基づいて推定した storm surgeの拡が

りの様相を示し、storm surgeの拡がり方が背景風、イオン抗力、Coriolis力によってどのように影響されているかを議論
する。
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